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株 主 優 待 中 期 経 営 計 画

2000株以上の株主には
1万3000円相当の優待品！

26年３月期に売上高267億円、
当期純利益33億円へ！

2023年3月期（実績） 24年3月期（計画） 25年3月期（予想） 26年3月期（予想）
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金属表面処理剤及び機器等 電子材料
自動車用化学製品等 工業薬品

割 安 度 収 益 度 成 長 度

9/30 12/20現在 14.1倍 1.31倍 9.2% 13.0% 5.2%会社予想ベース

予想売上高
伸び率

予想売上高
経常利益率予想ROEPBR予想PER株価指標

【業種】
化学

【証券コード】
4462

【主要市場】
東証プライム

【決算】
3月末

ス
マ
ホ
製
造
に
欠
か
せ
な
い

製
品
で
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア

日
本
初
、世
界
初
を
数
多
く

手
掛
け
る
化
学
メ
ー
カ
ー

https://www.unicon.co.jp/

安定的かつ継続的な配当で
株主の皆さまのご期待に応えます

自己株式の消却もあり
11月に株価が急伸！

石原ケミカル　代表取締役社長　酒井保幸（さかい・やすゆき）

石原ケミカル
証券コード ： 4462

売上高 営業利益 経常利益 利益 １株益（円）１株配（円）

21.3 16,967 1,705 1,853 1,504 93.66 21.5
22.3 19,036 2,355 2,514 2,049 130.01 26.5
23.3 20,345 2,139 2,258 1,684 110.32 34.0
24.3 21,400 2,700 2,780 2,010 134.45 36.0会社予想

業績（百万円）

200株以上
1000株未満で
年2000円分の
QUOカードが
もらえる

2000株以上でもらえる
グルメギフトは、

豪華な商品がラインアップ！
セグメント別の売上目標

※1株当たり配当金は、株式分割の影響を考慮している。※通期予想は23年12月20日時点のもの。

23年10月末に自己株式の消却に関するリリースを配信。それを受けて株価
が急伸した。株主優待や増配予想などの手厚い株主還元策と、好調な業績も
相まって、堅調な株価上昇が期待できる。

　

１
９
０
０
年
（
明
治
33
年
）
に
創

業
。
１
２
３
年
の
歴
史
を
持
つ
老
舗

企
業
で
あ
る
石
原
ケ
ミ
カ
ル
。
創
業

当
初
は
医
薬
品
・
工
業
薬
品
の
卸
会

社
だ
っ
た
が
、
53
年
、
米
国
か
ら
輸

入
し
た
シ
リ
コ
ー
ン
で
楽
器
・
家
具

用
液
状
つ
や
出
し
剤
「
ユ
ニ
コ
ン
」

の
製
造
・
販
売
を
開
始
。
59
年
に
は

国
産
初
の
ク
リ
ー
ム
状
自
動
車
用
つ

や
出
し
剤
「
ユ
ニ
コ
ン
カ
ー
ク
リ

ー
ム
」
を
世
に
送
り
出
し
た
。

　

祖
業
の
「
工
業
薬
品
」
や
、
つ
や

出
し
剤
な
ど
の
「
自
動
車
用
品
」
は
、

現
在
も
重
要
な
事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ

し
た
商
品
の
用
途
を
広
げ
、
新
た
な

需
要
を
創
出
し
て
い
く
こ
と
だ
。

　

営
業
担
当
者
は
も
ち
ろ
ん
、
研

究
・
開
発
ス
タ
ッ
フ
も
、
開
発
し
た

技
術
が
「
ど
ん
な
領
域
に
生
か
せ
る

の
か
」
を
常
に
考
え
、
顧
客
と
の
対

話
の
中
で
新
た
な
市
場
の
開
拓
を
模

索
し
続
け
て
い
る
。
そ
れ
が
、
日
本

初
、
世
界
初
の
商
品
を
次
々
と
生
み

出
す
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

　

優
秀
な
研
究
・
開
発
ス
タ
ッ
フ
が

開
発
し
た
技
術
は
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

例
え
ば
、
２
０
１
１
年
に
製
造
・
販

売
を
開
始
し
た
半
導
体
ウ
エ
ハ
ー
用

電
気
銅
め
っ
き
液
は
、
超
微
細
化
・

高
密
度
化
が
進
む
半
導
体
の
要
求
に

対
応
で
き
る
特
性
を
備
え
た
商
品
だ
。

半
導
体
の
急
速
な
進
化
と
と
も
に
め

っ
き
液
へ
の
要
求
も
高
ま
っ
て
い
る

が
、
長
年
蓄
積
し
た
技
術
と
研
究
者

た
ち
の
さ
ら
な
る
努
力
に
よ
っ
て
、

５
年
後
、
10
年
後
ま
で
見
据
え
た
商

品
開
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
現
在
、
同
社
が
新
た
な
事
業

の
柱
と
す
る
た
め
市
場
開
拓
を
強
化

し
て
い
る
の
が
銅
ナ
ノ
粉
で
あ
る
。

　

銅
の
粉
を
ナ
ノ
化
し
、
あ
ら
ゆ
る

大
き
さ
に
加
工
で
き
る
技
術
を
独
自

に
開
発
。
こ
れ
を
応
用
し
、
印
刷
に

よ
っ
て
電
子
回
路
を
形
成
で
き
る
導

電
性
銅
ナ
ノ
イ
ン
ク
を
生
み
出
し
た
。

銅
ナ
ノ
粉
は
抗
菌
、
抗
ウ
イ
ル
ス
や
、

放
熱
、
電
磁
波
な
ど
を
遮
断
す
る
特

性
も
持
っ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
用

途
が
期
待
で
き
そ
う
だ
。

　

現
在
進
行
中
の
中
期
経
営
計
画
で

は
、
主
力
で
あ
る
金
属
表
面
処
理
剤

の
市
場
を
拡
大
し
つ
つ
、
隣
接
分
野

や
新
市
場
へ
の
参
入
で
、「
プ
ラ
ス
ア

ル
フ
ァ
の
売
上
を
創
造
す
る
」
と
い

う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

　

隣
接
分
野
の
一
例
が
、
半
導
体
の

進
化
と
と
も
に
、
さ
ら
な
る
需
要
が

期
待
で
き
る
銅
め
っ
き
液
だ
。
デ
ジ

タ
ル
化
の
急
速
な
進
展
は
、
同
社
に

と
っ
て
大
き
な
チ
ャ
ン
ス
と
な
る
。

　

一
方
、
新
市
場
へ
の
参
入
と
し
て

は
、
自
動
車
用
化
学
製
品
の
海
外
市

場
で
の
拡
販
を
目
指
し
て
い
る
。
現

在
は
国
内
向
け
が
中
心
だ
が
、
中
国
、

台
湾
、
韓
国
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
に

販
路
を
広
げ
て
い
く
計
画
だ
。
経
営

指
標
は
、
中
期
経
営
計
画
最
終
年
度

の
26
年
３
月
期
ま
で
に
売
上
総
利
益

率
35
％
以
上
、
経
常
利
益
率
15
％
以

上
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ
10
％
以
上
を
目
指
す
。

オ
の
一
角
だ
が
、
売
上
高
の
半
分
を

占
め
る
の
は
「
め
っ
き
液
」
な
ど
の

「
金
属
表
面
処
理
剤
」
で
あ
る
。

　

め
っ
き
液
と
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
や
パ
ソ
コ
ン
な
ど
に
搭
載
す
る
半

導
体
お
よ
び
電
子
部
品
を
プ
リ
ン
ト

基
板
と
接
合
す
る
、
導
電
性
を
持
っ

た
金
属
の
接
着
剤
の
よ
う
な
も
の
。

　

か
つ
て
は
、
有
害
な
カ
ド
ミ
ウ
ム

を
原
料
と
す
る
め
っ
き
液
が
主
流
だ

っ
た
が
、
同
社
は
よ
り
安
全
な
ス
ズ

め
っ
き
液
を
日
本
で
初
め
て
64
年
に

発
売
し
た
。
99
年
に
は
、
世
界
初
の

鉛
フ
リ
ー
め
っ
き
液
を
製
品
化
。
環

境
に
や
さ
し
い
金
属
表
面
処
理
剤
と

し
て
世
界
中
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
石
原
ケ
ミ
カ
ル
が
電
子
部

品
向
け
に
提
供
す
る
ス
ズ
お
よ
び
ス

ズ
合
金
め
っ
き
液
は
、
世
界
ト
ッ
プ

シ
ェ
ア
を
誇
る
。
同
社
が
な
け
れ
ば
、

世
界
中
の
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
生

産
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
か
ね
な
い
ほ

ど
貴
重
な
存
在
だ
。

　

数
多
く
の
日
本
初
、
世
界
初
の
商

品
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
圧
倒
的

な
開
発
力
が
、
何
よ
り
の
強
み
だ
。

　

同
社
は
、
自
己
開
発
、
商
品
開
発
、

市
場
開
発
の
「
三
つ
の
開
発
」
を
企

業
理
念
に
掲
げ
て
い
る
。
自
己
開
発

と
は
、
社
員
が
自
ら
の
能
力
を
高
め

る
こ
と
。
商
品
開
発
と
は
、
そ
の
能

力
に
よ
っ
て
新
し
い
商
品
を
生
み
出

す
こ
と
。
市
場
開
発
と
は
、
生
み
出

自
動
車
用
化
学
製
品
の

販
路
を
中
国
、台
湾
な
ど

海
外
に
広
げ
て
い
く

「
三
つ
の
開
発
」で

人
材
の
能
力
を
高
め

市
場
を
切
り
拓
く

電
子
部
品
接
合
用
の

各
種「
め
っ
き
液
」が

売
上
の
半
分
を
占
め
る ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
の
製
造
に
欠
か
せ
な
い「
め
っ
き
液
」。

そ
の
中
で
も
ス
ズ
お
よ
び
ス
ズ
合
金
め
っ
き
液
の
世
界
ト
ッ
プ
シ
ェ
ア
を
誇
る
の
が

石
原
ケ
ミ
カ
ル
だ
。卓
越
し
た
開
発
力
で
、日
本
初
、世
界
初
の
製
品
を
数
多
く

生
み
出
し
て
き
た
。現
在
も
、自
己
開
発
、商
品
開
発
、市
場
開
発
の

「
三
つ
の
開
発
」を
企
業
理
念
に
掲
げ
、新
た
な
製
品
の
市
場
開
拓
を
推
進
中
だ
。

　

石
原
ケ
ミ
カ
ル
が
製
造
・
販
売
す

る
製
品
の
大
半
は
メ
ー
カ
ー
向
け
で

す
。
そ
の
た
め
、
一
般
の
お
客
さ
ま

に
は
あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
あ
り
が
た
い
こ
と
に

個
人
株
主
が
全
体
の
約
４
割
を
占
め

て
い
ま
す
。
多
く
の
個
人
投
資
家
の

方
々
が
、
当
社
の
強
み
や
将
来
性
に

つ
い
て
深
く
理
解
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

そ
う
し
た
個
人
株
主
の
皆
さ
ま
の

ご
期
待
に
応
え
る
た
め
、
当
社
は
安

定
的
か
つ
継
続
的
な
配
当
の
実
現
を

目
指
し
て
お
り
ま
す
。
業
績
に
連
動

す
る
配
当
を
基
本
方
針
と
し
て
お
り
、

24
年
３
月
期
に
は
36
円
を
予
定
。
５

期
連
続
の
増
配
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
株
主
の
皆
さ
ま
の

ご
期
待
に
応
え
る
べ
く
一
生
懸
命
取

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
何
と
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　株主優待が人気だ。200株以上の株主に1000円×2回（中間・期末）、1000
株以上の株主に中間2000円＋期末3000円のQUOカードを進呈。さらに
2000株以上の株主には中間に3000円のQUOカード、期末に1万円相当のグ
ルメギフトを進呈している。2000株以上保有なら、配当と優待で1株当たり42.5
円に。23年12月20日時点の株価に基づく配当＋優待利回りは2.24％となる。

　石原ケミカルは現在、26年3月期を最終年度とする中
期経営計画を進行中。主力事業の隣接分野の開拓や、新
市場への参入などで、最終年度の売上高267億円、当期
純利益33億円の達成を目標としている。製品売上高（単
体）の10％程度を研究開発費に投入するなど、開発にも力
を入れつつ、利益の一部は株主にしっかり還元する方針だ。




